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集団遊びにおける年長幼児のルールを破る行為とその内容 
―規範意識の育ちにつながる子どもの葛藤に着目して― 
長田 紗季１・西館 有沙２ 
 
Actions and contents of breaking the rules of young children   
in group play 
―Focusing on children's conflicts that lead to the development of      
norm awareness― 
































































































































































































転がしドッジについては，5 月に 5 回，6 月に 10
回，9 月に 8 回の計 23 回分のゲームを観察した。子
どもが 1 回のゲームにおいてルールを破った行動の
平均件数を求めたところ，共有されたルールを破る






























ゲームにおいて 1～3 件確認されたが，6 月には 10
回のゲームのうち 1 回に 1 件のみとなり，9 月には
夏季休暇明けの 3 回分において 1～3 件あったもの
の，その後（5 回）は 0 件であった。ボールを避け
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るために枠線をはみ出す行為については，複数人が
同時にはみ出したり枠線から大きくはみ出したりす
る様子が見られた 5 月と比べると，9 月には一度に
枠線をはみ出す人数は少なくなり，はみ出す程度も
小さくなっていた。また，ボールに当たったのに枠
外に出ないという行為は，5 月には 5 回中 4 回の
ゲームで 1～4 件あったが，6 月は 10 回中 3 回にお
いて 1 件ずつ，9 月は 8 回中 3 回において 1 件ずつ
であった。一方，ボールを投げたり蹴ったりする行
為や，枠内に入ってボールを転がす行為は，5 月に
はあまり見られなかった（5 回中 1 回に 1 件）が，
6 月以降のゲームで件数が増えた（6 月は 10 回中 4






リレーは 6 月に 9 回，7 月に 6 回，9 月に 9 回の
計 24 回分のゲームを観察した。1 回のゲームにおけ
るルール逸脱行動の平均件数を求めたところ，共有
後にルールを破る行為は 0.9 件，共有前にルールを





















ば見られた（内側走行は 9 回中 6 回：フライングは
9 回中 4 回）ものの，7 月は内側走行が 6 回中 1 回，
フライングが 2 回，9 月は内側走行が 9 回中 1 回，





















注意が 34 件と最も多く，判定が 12 件，ルールの確
認が 7 件，ルールの提案が 3 件であった。リレーに
おいては，注意と判定がそれぞれ 6 件，ルールの確




























































【6 月：好きな遊びの時間】外周から B 児が転がしたボールが C 児に当たったが，C 児は「B くん，今のちょっ
と跳ねていたよ」と言い，枠外に出ようとしなかった。次戦においても，再び外周にいた B 児が転がしたボー
ルが C 児に当たったが，「B くん，ちょっと浮いていたよ」と言い，枠外に出ようとしなかった。ただしこ
の時には，C 児は少し経ってから，自ら枠外に出た。 
【9 月：みんなと一緒の時間】外周にいた D 児が転がしたボールに E 児が当たった。E 児は当たったことに気づ
いた様子であったが，審判である保育者に名前を呼ばれなかったため，枠外に出ようとせず，保育者の様子
をうかがいながら枠内を逃げ続けた。また，外周にいた F 児が転がしたボールが G 児に当たるが，G 児は枠
外に出ようとせず逃げ続けた。審判である保育者が G 児に枠外に出るよう促すと，G 児はすぐに枠外に出
た。 
③ボールに当たって枠外に出たにもかかわらず枠内に戻る 
【5 月：みんなと一緒の時間】ボールが当たった H 児は一旦枠外に出たが，すぐに枠内に戻った。しかし，他児
に「さっき当たったよ」と指摘されると枠外に出て，外周からボールを転がす役を務めた。 

















































































































































【6 月 好きな遊びの時間】外周にいた 2 人の子どもが枠内に入ってボールを取ろうとした姿を見て，他児が「中
に入っちゃだめ」と指摘していた。 





























































【6 月 みんなと一緒の時間】両方のチームにフライングがあったため，保育者が声をかけて 2 人を止め，スター
トのやり直しを行った。次戦においても，両チームにフライングがあったため，スタートのやり直しがあっ
た。さらに次戦でも，子ども 1 人にフライングがあり，スタートのやり直しがあった。 




























ゲームの終盤で，K 児が転がしたボールがバウンドして L 児に当たったことで，2 人の間で「当たった！」「跳
ねていたから当たってない！」という言い合いが始まった。審判の終了の合図があったのを機に，L 児は転がしドッ
ジの場を離れようとしたが，保育者は「ちょっと困ったことがあったみたいだね」と声をかけ，子どもたちを集め








3 回戦目の最初の鬼役を務めたかったが，ジャンケンで負けて鬼になれなかった M 児は「ちょっと休憩」と言
い，3 回戦目には参加しなかった。4 回戦目にゲームに戻った M 児は再び鬼役をしたいと申し出るが，他にも希望
者があったためにジャンケンをすることとなった。M 児はその中に最初にジャンケンに勝って鬼役をすでに務めて
いた N 児の姿を認め，「N くんさっきも鬼してたじゃん」と文句を言った。結局ジャンケンに負けた M 児は 4 回戦
にも参加しなかった。その様子に気付いた保育者が「M ちゃんも中に入って一緒にやろうよ」と促すと，M 児は 4
回戦に参加した。5 回戦目にも鬼役に名乗りを上げた N 児に対して M 児は「N くん 3 回目！」と抗議した。これ
を受けて，保育者から「まだ鬼をしたことがない人が鬼をする」という提案がなされ，M 児が鬼役を務めることに







O 児に声をかけると，O 児はゲームへの参加をやめてその場を離れた。 
 
④リレー（9 月） 
赤チーム 4 人，白チーム 4 人でリレーを始める。1 回戦から 3 回戦まで赤チームが勝ち続けたため，白チームの
P 児が「赤チームになりたい」と言うが，赤チームは全員がチームを変えたくないと言う。赤チームの Q 児がリ
レーの人数を増やすことを提案し，数人で他児を呼びに行くが，誰も集まらなかったため，3 回戦と同じメンバー
で 4 回戦をすることになった。赤チームになりたがっていた白チームの P 児と R 児はゼッケンを脱いで，リレー
の場から離れてしまった。白チームが 2 人抜けたため，そばにいた保育実習生が，赤チームの子どもに白チームに
移動してくれる子どもがいないか尋ねるが，赤チームは全員赤チームのままがいいと言う。結果として白チームの





を脱いでリレーの場を離れ，その様子を見た赤チームの子ども 1 人もリレーをやめ，遊びは終了してしまった。 






































































































（2020 年 5 月 20 日受付） 
（2020 年 7 月 15 日受理） 
  
